
※撮影年月日の詳細は不明、昨年の豪雨前であることは明らか。

ベルクスキー場跡地の空撮写真と昨年豪雨前後の写真の比較から分かること
２０２３．１１．２　高時川漁協（阪田）

まとめ

（１）ゲレンデ最下部は大音波谷川の上に盛り土により造成されていたことが見て取れる。
（２）その盛り土部分は、左下の写真から2020年8月以前に既になくなっている。どうしてなくなっているのか、調査していただきたい。
（３）2017年と2022年の集中豪雨により大規模な浸食を受け、大量の土砂流出があったことが伺える。濁水の長期化は2017年に始まっている。
（４）昨年以前の是正工事がいつ、どのような内容で行われていたのか、昨年の豪雨以前の荒廃状況についても精査していただきたい。
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